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① 女性なら誰でもケアワークをうまく実践できる 
② ケアワークは専門的知識をさほど要しない非熟練労働である 
 
 少子高齢化の進展とともに、質と量の両面で社会におけるケアワークに対する要請が高
まっている。他方、雇用社会化に伴い家庭や地域の機能は低下している。こうしたなか、
本書はケアワークをめぐる上記 2 つの社会通念を超え、今後の雇用社会の方向性をジェン
ダーの視点から示しつつ、これからのケアワークの望ましいあり方について議論すること
をめざしている。 
本書の特徴であり魅力のひとつは、このねらいに対応し、経済社会の現実に即したケア
ワークを再評価するために、ケアワークを包括的にとらえた点である。第一に、筆者も指
摘するように、これまで同じケアワークでありながらも別個のものとしてとらえられる傾
向にあり、両分野における研究の接点を見出すことが難しかった「家庭でのインフォーマ
ルなケアワーク」と「有償で提供されるフォーマルなケアワーク」を同時に考察する。第
二に、乳幼児の養育から高齢者や障がい者、病人の介護のすべてを含めて議論する。提供
主体や提供方法、対象の別による相違点よりも、類似点や共通の目的に着目することによ
り、ケアワークの内容を規定し、その現状の問題点を指摘し、今後の方向性を統合的に展
望しようとする。 
 
各章の要点を紹介しよう。序章「ケアワークにまつわる社会通念」は、ケアワークに携
わる者は、フォーマルなケアワークにおいてはケアの質を、インフォーマルなケアワーク
においては生活とのバランスを中心として悩む者が少なくなく、この背景に冒頭にあげた
2 つの社会通念があるとする。ケアワークは、伝統的に公式な教育訓練を経ず、必要な技
能は原始的でインフォーマルな学習をつうじて習得・維持され、女性によって無償で家庭
において提供されてきた。家族や地域機能の縮小、雇用社会化の進展により従来型のケア
ワークの知識習得メカニズムが機能不全に陥りつつあるなか、現状の男女分業体制を堅持
したままではケアワークの力そのものが衰退していく恐れがあるにもかかわらず、ケアワ
ークが非熟練労働ととらえられ、労働内容にふさわしい評価や処遇がなされてこなかった
ことによって、ケアワークの人材育成や生産性は思うように高まってきていない。質的充
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実なくして量的拡充はありえない。 
 そもそも本書では、ケアワークの特徴をどのようにとらえるのか。第 1 章「ケアワーク
とは何か」は、ケアワークを「他者の行動や感情、思考傾向からその生命活動（生活）上
の不具合に気づき、その自己感を理解したうえで、よりよく生きていこうとする力を支え
ていく労働」であると定義づけ、実践のために求められることを整理する。ケアワークに
は、他の知識労働と同様①課題の発見と設定、②解決方針の策定と実施、③結果のモニタ
ーといった 3 つのプロセスがあり、とりわけ相手の立場に立って類推し、課題を設定する
ことが最も重要となる。このプロセスの実行には、相互信頼にもとづくコミュニケーショ
ン、共感、多様な視点が求められる。しかし、少子化、核家族化、女性の雇用化は共感の
学習や多様な視点獲得の機会を減少させているという。 
 では、ケアワークの学習の場を減退させてきた要因はなにか。第 2 章「なぜ弱体化した
のか―雇用社会化との対立を解く」は、雇用社会化の進展がケアワークの学習の場を減退
させ、ケアワークの弱体化を促進した主要因であるとの考えにもとづき、雇用社会と性別
役割分業との関係、雇用社会下でのケアワークの現状と問題点を明らかにする。性別役割
分業のもと、男性が主に有償労働を、女性がケアワークを担当し、それぞれの領域で専門
化、業務効率化を果たすことは、世帯レベルでの仕事と生活の均衡や福利向上に貢献して
きたが、男性が雇用者として働くようになり、女性の中核労働化が進むにつれ、雇用社会
化とケアワークは対立的関係へと変化した。個人あるいは職場・社会レベルで仕事と生活
の融合をはかること、インフォーマルなケアワークの補強に向けて、専門職としてケアワ
ークに従事する者の評価を改め、専門的知識を高め、家庭や地域へ還元していくことによ
り、両者を質的に融合する取組みが求められる。 
 第 3 章「働き方との相乗効果を図る―家庭におけるケアワーク」は、このうち個人レベ
ルでのワークライフバランスをつうじたケアワーク強化のメカニズムを分析する。まず、
ソーシャル・キャピタルの概念を用いて、濃密な時空間や価値観の共有を伴う家庭内にお
ける絆型キャピタルにより共感を高め、家庭外に張りめぐらされた橋渡し型キャピタルに
より多様な視点を導入することをつうじて（第 1 章で示された）ケアワークの 3 つのプロ
セスが改善し、家庭内でのよりよいケアワークが実践されることを理論的に考察する。つ
づいて、各自が絆型・橋渡し型キャピタルの両者に投資し、相乗的に活用して家庭でのケ
アワークを強化するには、性別役割分業を超え仕事と生活領域の双方における男女協業化
を推進し夫婦両者のワークライフバランスを改善すること、在宅介護サービス活用等によ
る多様な視点とリソースを持ち込むことが有効であることを実証的に検証する。 
 ただし、夫婦ともに正規雇用者として働き、職場と家庭双方において男女協業化を促進
するには、有償ケアワークの質・量にわたる拡充が必要とされるという。そこで、第 4 章
「有償ケアワークを専門職化する―スキルの拡充と人材育成」は、有償ケアワークの果た
す役割の拡大が予想されるなか、専門化に向けて何が必要かを高齢者介護を例にとって議
論する。介護職の専門職化には、役割の明確化に加え、専門的知識の開発・蓄積が条件と
なる。介護職の専門的知識は、利用者と良好な関係を築き、相互作用によってよりよいケ
アを提供するために適切なコンテクストを構築し、特定の利用者に対してケアワークを実
践するうえで必要な知識やスキルを最大限に引き出すような行為に現れ、その最も効果的
な学習方法は実践の場における「見習い」である。公式な教育訓練には限界がある。とり
わけ現場での先輩・後輩関係による反芻学習が望ましく、一人前になるには 3 年程度の長
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期の経験学習が必要であり、非正規化は学習機会の減少と実践者の閉塞感につながること
を見出す。 
 終章「ケアワークの再構築」は、以上の議論を踏まえ、今後のケアワークの望ましいあ
り方として、有償ケアワークを減退しつつある家族ケアに対する量的な代替手段ととらえ
るのではなく、それぞれの長所を生かし短所を補いながら、相互補完的な役割を果たし、
社会全体のケアワークの力を相乗的に高めていくことが重要だとする。家庭でのケアワー
クについては、家庭内の絆にもとづく共感を高めるとともに、仕事と生活の融合を図る取
組みを充実させながら家庭外にも人的ネットワークを拡げていくことが効果的である。有
償ケアワークには、適切なケアワークの実践に必要な知識について学習する場を設け、知
識の蓄積と体系化を進め、社会に還元していく役割が期待される。ケアワークに関する人
的資本やソーシャル・キャピタルへの投資が喫緊の課題となることを指摘する。 
  
 より良い生き方、働き方を支えるケアワークの再構築、ケアワークの強化のためのヒン
トに満ちた本書に刺激を受け、考えさせられたのは次のような点である。 
 第 1 に、家庭におけるケアワーク、有償ケアワークのそれぞれを強化するにあたって、
前者に関しては、雇用社会化の進んだ現代において共感を高め多様な視点を導入するため
に、男女の正規雇用化がほんとうに最も有効であるかについて、実現可能性及び推進のア
イデアとともにさらなる議論の余地が残されているのではないかと感じた。後者に関して
は、まず、知識の共有や体系化の鍵を握る存在とされた現場責任者や管理者をどのように
確保・育成するかを、その役割が発揮されうる職場環境のあり方とあわせて検討すること
が望まれよう。 
 第 2 に、フォーマル・インフォーマル、あるいは対象の別を超え、ケアワークに携わる
様々な主体が協業していくためには、あるケアの目標あるいはそれをつうじて実現すべき
生活の姿を関係者が共有することに加え、それぞれが担うべき役割を正しく理解し、適時
に役割を果たすことが求められるだろう。すなわち、各主体が協調的関係をもち、相乗効
果を高めていくためには、主体間の役割分担の整理と、適切なマネジメント・コーディネ
ートのあり方について検討を進めることが不可欠ではないだろうか。 
 よりよく生きていくための基本となるのは「自助」である。役割分担の見直しにあたっ
ては、改めてケアの対象者自身がケアワークの担い手でもあることを認識したうえで、家
族や友人、地域のつながりといった「互助」、それらを補完する共助・公助といった位置付
について各主体が自覚を深めることも必要である。 
 第 3 に、1 人ひとりのケアワーク力の向上と効果的な連携がケアワークの質の総合的・
相乗的向上につながるとの筆者の展望は、現状のケアワークの質量にとらわれすぎた近視
眼的な対策への警鐘ともとらえうる。より効率的かつ有効なケアを提供する体制、よりよ
いケアワークを地域のなかで追求しつづけることの意義と可能性を関係者が再認識しなが
ら、その可能性を引き出す投資のあり方を検討することが求められるといえそうだ。 
 「包括的」にケアワークをとらえなおし、あるべき姿を示した本書は、とりわけ地域包
括ケアシステム（生活上の安全・安心・健康を確保するために、医療や介護のみならず、
福祉サービスを含めた様々な生活支援サービスが日常生活の場で適切に提供できるような
地域での体制）のあり方やその実現に向けた方策にかかわる議論が重ねられているいま、
さまざまな立場でケアワークを実践する個人、事業者のみならず、国や自治体の政策担当
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者にとっても必読の 1 冊といえる。 
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